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論  文  名 鎌倉時代の祖師画像制作 
本論文は、鎌倉時代の祖師画像の表現と機能を論じたものである。 
まず序章では、第一章以降におこなわれる議論での論点を肖像画論として整理する。第１節では聖
なる肖像が持つ特質を聖遺物としての舎利との関係から論じる。一般には仏像における論点を肖像画
にも適用していることが注目される。それゆえ、第２節では画像と彫像という二つの形式が比較され、
画像が立体物でもあるという観点を示す。第３節では人を「写す」行為の中国以来の作法を、第４節
では肖像画が作られる時と場所、儀礼を論じる。そして、第５節では祖師画像を成り立たせている賛、
絵伝、イメージの重層化といった形式や方法を確認する。 
第一章では「明恵上人樹上坐禅像」中の自賛「擬凡僧坐禅之影、写愚形安禅堂壁」の「凡僧」が「住
持の僧宝」と捉えられることを踏まえ、山中で坐禅する明恵の姿を聖僧（羅漢）の現れとする意識に
より、明恵が思慕する十六羅漢の一人諾矩羅尊者の型が、この肖像に投影されたとする。この指摘は、
肖像の背後に本質となる存在を想定する作画法があったことを明らかにし、仏教美術に見られる本質
－現れという普遍的構造が祖師画像にも存することを示している。さらに、明恵が諾矩羅を特に思慕
したのは、その在所が南贍部洲であることに由来するという指摘は、明恵の蓮華蔵世界観の反映を導
き、いずれもきわめて重要である。本章は「明恵上人樹上坐禅像」という重要作を明恵の思想との関
係から新たに定位したもので、本論全体の基盤をなしている。 
第二章では「華厳宗祖師絵伝」義湘絵を取り上げ、善妙が義湘を思い泣く姿が涅槃図に由来するこ
とから、主題を釈迦への愛心という型を踏まえた善妙の義湘への帰依にあるとし、さらに義湘に阿難
イメージを重ねることで持戒僧という意味が与えられているとする。そして、こうした主題の絵巻に
は、新たにできた善妙寺の尼僧らに、明恵が師への理想的な崇敬を示す目的があったとした。 
第三章では「華厳宗祖師絵伝」元暁絵を取り上げ、表現の分析から制作年代を明恵没後とし、元暁
には明恵イメージが投影されており、元暁の行徳を称揚することで明恵の遺徳も顕彰しようとする意
図があると見る。さらに、大安尊者に出山釈迦のイメージが重ねられているのは仏教者としての正当
性を明示するためで、大安が金剛三昧経を分品し元暁に渡すことで、元暁への正当性の授与も表現さ
れているとする。そこから、建長元年（1249）の明恵十七回忌頃の制作を想定する。 
第四章では、西大寺の忍性画像は叡尊画像と本来一具であり律宗の儀礼の場に奉懸された可能性を
新たに指摘し、また独自性が際立つ称名寺忍性画像には、中国から続く律宗の正当なる系統に忍性を
位置づける意義があったと指摘する。附論では、様々な分野から注目を集める蓮華王院宝蔵の研究史
を整理した上で、特に宝蔵画の記録性に着目する。以上の議論をまとめ、終章では、高山寺に伝わる
各種の美術作品を、明恵の思想、明恵への思慕、高山寺という場における意義とともに展望する。 
ともすれば特異と見なされる明恵の思想だが、同時代の仏教、南宋や高麗という東アジア世界と連
関していると見る本論の立場は適切である。イメージの重なりを具体的に指摘し、祖師画像研究に新
たな視角をもたらす本論文の成果は、斯界に寄与するところ大である。よって本論文の提出者は博士
（文学）の学位を授与されるに十分な資格があると認められる。 
